
有し幸水のえき花芽利用について

1　試験のねらい
　　なし幸水の栽培では、えき花芽を多く利用するようになってきている。そこで、生産安定のた

　めにはどの程度えき花芽を利用すれば良いのかを明らかにするため、昭和56～60年にえき花

去利用率の多少が収量、品即び翌年のえき花芽着生泌こ及ぼす影劉こついて検討した・

2　試　験　方　法

　　農試及ぴ現地（鹿沼市、字都宮市）ほ場の幸水成木を10樹づつ供試し、えき花芽利用率30

　％区及び70％区を設けた。しかし、えき花芽着生の少ない年及び樹があったため、実際の利用

　率は表一1のように、30％区が13．1～47．O％、70％区が27－5～76．7％であった。せ

　定後の枝の密度は樹冠面積1㎡当たり400㎝内外で、極端に枝を多くしたり、少くしたりはし

　なかった。

3　試験結果及ぴ要約

　　主な調査項目にっいて、えき花芽利用率30％区と70％区を比較したのが表一1である。年

　次に占る変動もあるが5年間を通してみると、えき花芽利用率の高い区の方が葉面積指数が犬き

　く、着果数及ぴ収量は多かった。また、1果平均重及び糖度には明らかな差がないので、えき花

　芽利用率を高めると着果数が多少多くても、果実肥大や品質が劣ることはないζ考えられた。

　　収穫期は表一2のとおりで、処理区問のえき花芽利用率の差が明らかであった昭和58年以後

　は、えき花芽利用率の高い区で収穫盛期（60％収穫目）が2～3目遅れた。

　　えき花芽をできるだけ多く残すようにせん定した70％区の供試樹にっいて、その年のえき花

　芽着生率と翌年のえき花芽利用率との関係をみたのが図一1である。両者には0，709の高い相

　関があるので、えき花芽利用率を高めるには前年のえき花芽着生が多いことが必要といえ私黒

　ボク土では一般にえき花芽の着生カ沙ないので、えき花芽・を確保するには予備枝を便用しなけれ

　ばならないが、えき花芽利用率を高めすぎたために良い予備枝がとれなくなり、翌年の花芽が減

　少した例もみられた。むりにえき花芽利用率を高めるのはさけるべきである。

　　5年間のえき花芽着生率は表一3のとおりで、18．2～33．8％であっれこのえき花芽着生

　率に対応するえき花芽利用率を図一1の回帰式から求めると約40～60％になる。本県の黒ポ

　ク土でのえき花芽着生の状況からすると、この範囲が適正なえき花芽利用率と考えられた。

4嘩果の要約
　　なし幸水ではえき花芽利用率を高めると、．果実肥大や品質が劣ることなく収量が増カ『した。し

　たがって、幸水の生産性を高めるにはできるだけ多くえき花芽を利用するのが良いが、本県のえ

　き花芽着生率からすれば、毎年40～60％を利用目標にするのが良いと考えられた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者　果樹部．金子友昭・三坂　猛・山崎’義）
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表一1　えき花芽利用率30％区及ぴ70％区の比較

試験
項 目

えき花芽利用率30％区 えき花芽利用率70％区

地 56年57　58 59　60 平均 56年57　58 59　60 平均
えき花芽利用率％ 15，7　39，9　22－0　30，4　29．0 27．4 3卯4＆26乱26＆162・6 53．4

農葉面積指数 2，97　　3．38　　323　　2．66 i 3106 2，80　　3，32　　3，30　　3．02 ■
3．11一

着果数個／㎡ 10，8　　11，4　　11，2　　10，0　　10．3 10．7 11，7　　12，3　　12－5　　11，1　　11．2 11．8

1果平均重　g 297　312　285　333　293 304 293　313　293　329　296 305

試収　量Kg／㎡ 3，10　3，53　3，15　3，31　3．02 3．22 3，40　3，91　3，61　3－64　329 3．57
糖 度　％ 11，7　　10，8　　11，3　　12，8　　12．3 11．8 11，7　　11，0　　11，3　　12，9　　12．6 11．9

えき花芽利用率％ 15，2　47，0　31，5　32，7　27．6 30．8 27，5　67，8　76，7　61，1　64．O 59．4

鹿 葉面積指数 3，14　3．03　326　3，04　2．98 3．09 3，41　　3，31　　3，51　　3，04　　3．45 3．34

沼 着果’数個／㎡ 13，2　　11，3　　12－7　　10．7 10．9 11．8 13，4　　11，6　　14，6　　10，3　　10．7 12．1

1果平均重　g 293　333　289　352 322 318 316　354．281　359　326 327
市 収　量kg／㎡ 3，90　3，92　3，69　3．78 3．49 3．76 4，20　　4，10　　4，12　　3，70　　3．47 3．92

一糖　度 ％ 11，5　　10，8　　11，4　　11．8 11．3 11．4 11，4　　10，9　　11，1　　12，0　　11．3 11．3

えき花芽利用率％ 13，1　26，5　39，7　30，6　27．7 27．5 29，0　　34，1　　59．2　　422　　62．5 45．4

宇 葉面積指数 2，74　3，15　2，52　2，48　2．61 2．70 3，01　3，40　2，68　2，60　2．96 2．93

都 着果数個／㎡ 11．3　8213．4 7．9　9．0 10．0 13つ　8，813．7 7．5　9．5 10．5

宮 1果平均重　g 221　329　242　328　310 286 209　342　246；・315　325 287

市 収　量Kg／㎡ 2，50　　2，71　3，25　2，59　　2．79 2．77 2，70　　3，00　　3，38　　2，36　　3．09 2．91

糖　度 ％ 11，4　　11，0　　11，0　　12，2　　12．1 11．5 11，3　　11，0　　10，7　　12．6」　11．7 11．ξ

注　着果数及び収量は樹冠面積1㎡当たりの数値である。

表一2　収穫期（農試）
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表一3　えき花芽着生率（農試）

　　　　30　40　50％
その年のえき花芽着生率

年次5657585960
着生率％　18，2　32，329．4338　22．4

図二1　その年のえき花芽着生率と

　翌年あえき花芽莉用率との関係
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